
｢文化･芸術の秋｣を満喫しませんか！
　朝夕、ようやく秋を感じるようになってまいりました。
　皆さん、秋というと何を思い浮かべるでしょうか？　「食欲の秋」、「スポー
ツの秋」と､人それぞれだと思いますが、公民館といたしましては、「文化・芸
術の秋」を体感していただきたいと思っています。
　ということで、今月号では、来る11月2日（土）・3日（日）に開催予定の文
化祭について、“極秘情報”をこっそりお知らせしておきます（笑）。本紙８月
号で文化祭を盛り上げるべく、色々と画策している旨申し上げましたが、
“有言実行”、次の内容が新規に行う内容となります。
　①　「文化祭を既存公民館事業の成果発表の場とすること」に関しては、
　　・ＥＣＳ（夏休みに開催する小学生を対象とした体験教室）に参加した小学生の「書道」･「写
　　　真」作品を文化祭で展示します。
　　・障害のある方を対象とした「陶芸体験教室」･「アート書道体験教室」に参加された方々の
　　　陶芸作品や、団扇に毛筆メッセージをしたためた作品（上写真）も文化祭に展示します。
　　・企画講座「おとなのコーヒーブレイク」受講者の有志が、文化祭
　　　に「公民館カフェ」を出店してくれます。
　　・「エンジョイ!ダンス塾」受講者が、オープニングイベントでダンス
　　　を披露してくれます。
　②　その他、今までにない新企画として、
　　・ウッドデッキを活用したオープニングイベントを両日行います。
　　・ホンマもん体験「オリンピック金メダルをさわろう！」
　　　1964年の東京オリンピックで、世界を席巻した「東洋の魔女」（女子バレーボール）・故
　　  宮本恵美子さんの本物の金メダルをさわれるコーナーを特設します！
　　・懐かしの“ポン菓子”も出店しますよ！　
　他にも色々と工夫していますのでご期待ください！

かべ新聞 絆 （きずな） 〈令和６年１０月号〉

地域住民同士の「つどう」・「まなぶ」・「むすぶ」を支援し、

人づくりと地域づくりに貢献します！
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❤「おとなのコーヒーブレイク」（全5回）❤

8月20日（火）に開講した“おとなのコーヒーブレイク”もすでに4回が終わりま

した。本講座一貫して、コーヒーにまつわる内容をテーマとし、ともすれば地域で

のつながりが希薄化しがちな、主には男性シニア層をターゲットに（結果的には男

性は少数派ですが...)、交流や仲間づくりを促すことを目的に開講しています。

1回目と4回目の講師はポリト珈琲オーナーの岩本克也さんで、それぞれ「コーヒ

ーの“今”をより深く知ろう！」、「オリジナルマイブレンドをつくろう！」～コーヒー

飲み比べ～というテーマで講義していただきました。

受講の皆さんの受講動機は様々で、「つい最近までコーヒーが飲めなかったのが､

あるきっかけで急に大好きになったので」という方や、「近い将来、カフェを開きた

いので」という方まで。2回目と3回

目は「マイカップをつくろう！」とい

うことで、打田陶芸クラブの方々の

ご指導のもと、お気に入りのカップ

をつくりました。皆さん、わきあい

あいと雰囲気も最高潮！ なんと文

化祭で「公民館カフェ」を出店してく

れることになりました！

大変盛り上がっています!!

❤ 「入門！楽しい韓国語講座」❤

欠席には、先生がグループLINEで補講してくれています！

また、毎回、前回出した宿題のチェックもしてくれています。

全員分の確認ができないこともあるとのことですが、「見ない

からって、してこないのはダメよ！」と。色んなことを言い合え

る､いいコミュニティができています。

姉妹都市韓国西帰浦(ｿｷﾞﾎﾟ)市から本市に派遣されている

姜 文珪(ｶﾝ･ﾑﾝｷﾞｭ)さんとの文化交流も予定しています。

❤「超絶!チョークアート」（9/26・木）❤

チョークアート・アーティストの林まきさ

ん指導のもと、楽しくあっという間の1時

間半でした。下絵は同じでもそれぞれ個

性あふれる、しかも予想をはるかに上回

る出来栄えに感動しました！

先生曰く、「年上の方に失礼な言い方で

すが、皆さん一生懸命に頑張っている姿

がかわいかったです。最高でした」と。

❤「親子ｄｅヨガ体験教室」（9/11・水）❤

親子でペアとなり、ゆったりしたポーズで、また、ゆったりとした気持ちでヨ

ガを行いました。「何か親子で参加したいと思っていたので楽しかったです」

とはママの感想です。また、ママのあぐらに乗せてもらってぐりんと回転する

「“だるまさん”が楽しかった」、会場の照明を消して「瞑想したのが気持ち良

かった」という子供からの感想も。また、1回切りではなく、連続講座としての

開催に期待する意見もいただきました。

親子ふれあいの有意義な時間となったようです。

講師の清滝芳並さんとお子さん


